
R3年度　特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会



R3年度　特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会

アンケート結果
回答数により、実際の受講者申込み数と違いがあります。
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受講者数 2人

回答者数 2人

回答率 100%

まとめ

今年度は、受講者2名ですべてオンライン研修にて開催した。受講者が少ないため、各施設へ再募集を行う等広報に努力したが、コロナ感染拡大に伴う人員不足で研修に

だせないという施設の現状であった。

2名の受講者は訪問看護ステーションからの参加で、オンライン研修ではあったが、講師とのやり取りや質問など対話形式で行え受講者には充実した研修であった。

意見

・時代や環境によって成長過程に影響を受けている学生がいることを踏まえ、看護に現状をありのままに見せ、何を学ばせるかを明確にして 関わらせなければ、学びに繋がらな

いことを受講し実感した。また、学生に指導者が看護観や教育観に与える影響は大きいということを学んだ。

自分の学生時代を振り返り数十年前の実習指導者や先生方の言葉を今でもしっかり覚えていることに気づかされた。

・今回はZoomでの講習会だったが参加者が2名だったので、いつもの研修より講師の方と対話する機会も多く内容が密で有意義だったと感じた。

・指導者としてはまだまだ未熟だが、この講習会で学んだ、信頼関係をつくり学生に声を聴けるような環境作りや言葉かけをしていこうと思う。

・実習指導案作成は難しかったが、達成感があった。ありがとうございました。




